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2024 年 6 月 22 日（土） 

NPO 法人体験学習研究会 山路歩 
～自分が自分で自分を育てる～ 

 

★一歩踏み出す、心のアドベンチャーが、自分の枠を広げる。 
ドキドキすること。普段と異なる選択。未知。良い結果の保証はない。リスク。 

 

★アドベンチャーを促進する、仲間との関係性 

「アドベンチャーを阻害する、心の壁は、自分では下げられない」（PAの考え方） 
 

心理理的安全性について（率直なやりとりが出来ること・馴れ合いではない） 

対立がチカラになる（解決しないことが多いが、関係性はすすむ） 

関係（グループ）はつくり続けるもの。待っていてもこない。 

正解を持たない大人の存在が大切かも。「ほんとにそう？」って聞ける指導者の存在。 

関係性（プロセス）を観察できること。 HERE AND NOW（今ここ）をあつかう。 

 

 

フォーミング 

Forming 

活動を始めたばかりで、 

まだよそよそしい段階・不安 

グループがつくられるとき 

ストーミング 

Storming 

本音がぶつかり合い 

ストーム（嵐）にたとえられる段階 

グループに転機の訪れ 

違いが出る・F への反抗 

ノーミング 

Normming 

ストーミングの混乱から 

ある種の秩序が生まれてくる段階 

グループが結束するとき 

パフォーミング 

Paformming 

グループとしての絶頂段階 

グループの力を発揮 

（個々の力を発揮するグループへ） 

アジャーニング

Adjourning 

 

 
グループの発達段階 

タックマン（1965） 
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